
３．町有地の現状と課題
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概 要
町有地町有地町有地町有地 面積面積面積面積 概要概要概要概要

東大果樹園跡地東大果樹園跡地東大果樹園跡地東大果樹園跡地 37,625㎡ ・市街化調整区域
・地目：学校用地
・Ａ・Ｂ･Ｃ地区に分かれている

国立小児病院跡地国立小児病院跡地国立小児病院跡地国立小児病院跡地 9,861㎡ ・第一種中高層住居専用地域
・地目：宅地

・「子育て支援施設用地」として
購入した経緯がある

正泉寺跡地～正泉寺跡地～正泉寺跡地～正泉寺跡地～
役場庁舎周辺役場庁舎周辺役場庁舎周辺役場庁舎周辺

12,180㎡
(正泉寺跡地）

全体約2.3ha

・市街化調整区域(正泉寺跡地)

・吾妻山風致地区
・二宮駅前地区地区計画区域

東大果樹園跡地東大果樹園跡地東大果樹園跡地東大果樹園跡地

正泉寺跡地正泉寺跡地正泉寺跡地正泉寺跡地～～～～
役場庁舎周辺役場庁舎周辺役場庁舎周辺役場庁舎周辺

国立小児病院跡地国立小児病院跡地国立小児病院跡地国立小児病院跡地
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東大果樹園跡地
【現状】

【課題】

①Ｂ地区正門

ＣＣＣＣ地区地区地区地区

ＢＢＢＢ地区地区地区地区

ＡＡＡＡ地区地区地区地区

・北側からA･B･Cの3地区に分割されている。
・A地区については、東京大学果樹園跡地活用等検討委員会で示されているとおり、農地としての利用が相応しく、長期的な貸出や売却に向けた検
討を必要とする。
・B地区は約2.5haのまとまった敷地であり、南側グラウンドを囲むように北・西側が高台となる形状から、子どもに関する施設や屋外活動支援施設等
の適地といえる。
・B地区内には、大小8棟の木造建築が点在している。
・県道71号線(主要地方道秦野・二宮線）から１街区奥まった位置にあるためアクセス性は良くない。
・北側・小田原厚木道路の道路擁壁はほぼ垂直に高さ10m以上あるため、圧迫感が大きい。

②Ａ地区はオリーブの試験栽培が
行われている．

③Ｂ地区からＡ地区側･小田原厚木
道路の擁壁を臨む．

④Ｂ地区内には大小8棟の木造建
築が点在している．

⑤Ｂ地区の一部は少年野球グラウ
ンドとして利用されている．

⑥Ｃ地区果樹園

⑥
①

②

③

④

⑤
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বয়৵ు୰੹跡地
【現状】

【課題】

②敷地西側を臨む
④

①正面入口 ③西湘バイパスからの見上げ(Google)

②

⑥

⑤
③

⑤西側隣地の状況④国道1号からのアプローチ ⑥東側隣地の状況(体育館方面)

①

・「子育て支援施設」として購入した経緯があるため、他の用途で使用する場合には、国との調整が必要となる可能性がある。
・国道1号線からの道路は拡幅されアクセス性は良好といえるが、敷地北側の隣接道路は住宅地の街路で、特に体育館へのアクセス路は狭い。
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正泉寺跡地ৃ૽ع庁舎周辺
【現状】

【課題】

正泉寺跡地 武道館

町民センター
二宮町役場

二宮駅

二宮小学校

駅前町民会館

武道館

①正泉寺入口から武道館方向を臨む
①②

③

②正泉寺敷地 ③正泉寺へのアプローチ

④町役場外観 ⑤町民センター外観 ⑥武道館内観

⑦北側擁壁 ⑧北側擁壁(部分) ⑨北側擁壁(庁舎側から見下げ)

⑩町役場南側擁壁 ⑪町民センター正面擁壁 ⑫町民センター背面擁壁

④

⑥

⑤
⑩

⑦⑧

⑫

⑨

⑪

・正泉寺跡地は住宅地の奧、行き止まりに位置し、
敷地は急峻な斜面の底地となっている。
・立地、アクセス等の条件により、単独で利用を検
討することは困難である。
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૞અৱમ_市街化調整区域の建築物
【市街化調整区域における基準】

出典：神奈川県「都市計画法に基づく開発許可関係事務の手引きについて」より抜粋


